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遺　跡　名 委託事業者等 内　　容
完了
年度

1
長野市
　塩崎遺跡群

国交省関東地整局
長野国道事務所

整理作業　　　 500㎡
報告書刊行   　　 1冊

R8

2 坂城町
　上五明条里水田址

国交省関東地整局
長野国道事務所

発掘作業　　　 300㎡ R12

3
松本市
　真光寺遺跡・真光寺古
墳群

国交省関東地整局
長野国道事務所

 整理作業　　4,300㎡ R10

4 松本市
　安塚古墳群

国交省関東地整局
長野国道事務所

 発掘作業　　6,800㎡ R10

5 松本市
　南栗遺跡

国交省長野国道事務所
ネクスコ中日本

 発掘作業　　5,000㎡ R15

6 長野市
　長沼城跡

国交省北陸地整局
千曲川河川事務所
長野市河川課

 整理作業　  34,500㎡ R9

7 中野市
　南大原遺跡

国交省北陸地整局
千曲川河川事務所

 発掘作業　　21,400㎡ R13

8 飯田市
　正泉寺遺跡ほか1遺跡

長野県
飯田建設事務所

 発掘作業　　10,940㎡
（宮崎下確認調査9,400㎡含）

  整理作業　　  4,000㎡
  報告書刊行　　　　1冊

R9

9 飯田市
　薮越遺跡

長野県
飯田建設事務所

 発掘作業　　　1,740㎡ R９

10 飯田市
　川原遺跡ほか1遺跡

長野県
飯田建設事務所

 整理作業　　12,130㎡ R９

11 市
長野市
　川田条里遺跡

長野市  発掘作業　　　1,350㎡ R11

12
民
間

飯田市
　ママ下遺跡ほか１遺跡

東海旅客鉄道株式会社
 発掘作業　　　3.980㎡
 整理作業        23,937㎡
 報告書刊行　　　　１冊

R９

13
そ
の
他

県内遺跡 信州大学  技術支援 R13

 発掘作業　　 51,510㎡
 整理作業　　 79,367㎡
 報告書刊行　　　　３冊

14
研
修
等

県
奈文研等専門研修
広報誌の刊行　他

長野県

時　期 場　　所

15 ７月 埋文センター

16 未定 県内

17 随時 各遺跡

18 ７・１月 ─

19 9月 県内

20 随時 県内

21 年間 ―

22 8～９月
１～２月

各遺跡・埋文センター

23 随時 ―

2026（令和８）年度長野県埋蔵文化財センター事業計画

【継続】国道18号（坂城更埴バイパス）改築

【継続】国道18号（坂城更埴バイパス）改築

【継続】一般国道158号
（松本波田道路）改築

【継続】一般国道158号
（松本波田道路）改築

自
主
事
業

普
及
啓
発

内　　　　容

【継続】松本JCT建設

【継続】長沼地区防災整備事業

【継続】上今井遊水地整備事業
（南大原地区、鍋久保地区）

【継続】座光寺上郷道路建設

【継続】R153拡幅

【継続】飯田富山佐久間線

【継続】若穂スマートIC

【継続】リニア中央新幹線

【継続】調査研究員研修等事業
（含埋蔵文化財公開活用事業）

事　　業　　名

計 ２３事業

職員自らが企画し、センターの発掘調査や整理に資する新技術の導入
や事業団経営に益する先進事例や関連事業等を視察・調査するととも
に、職員個人の資質を高める研修

事　　業　　名

受
託
事
業

調
査

国
関
係
の
発
掘
調
査

県
関
係

小計

【継続】信州大学

SNSや動画サイトなどを活用するとともにホームページを充実し普及
啓発や情報発信を強化する

インターンシップの受入
文化財の分野に就職を希望する学生を対象とした、インターンシップ
（専攻生短期就労）の受入

長野県埋蔵文化財センター
施設公開（夏休み考古学教室）

職員自己研鑽研修

埋文センターを夏休み期間中に一般公開し、整理作業の見学や土器の
接合等を親子で体験し、考古学に親しみながらセンターの事業につい
て理解を得る

出土品展＆報告会（掘るしん） 県と連携した発掘調査で出土した遺物等の展示と会及び報告会

遺跡現地説明会および発掘体験
発掘調査現場における参加者の発掘体験を交えた遺跡現地説明（見
学）会

広報誌の刊行（信州の遺跡）
埋蔵文化財センターが調査した遺跡の概要や、県内市町村の埋蔵文化
財の動向等タイムリーな情報を掲載した広報誌を作成し、広く県内の
関係機関に配布　地元小学校の学校教材としても活用

普及公開用教材の作成
市町村、博物館等と共同し、「遺跡カレンダー」等を作成し、展示施
設等で配布

出前授業（職員派遣）等
地域普及啓発事業ヘの協力

学校や社会教育における地域の遺跡について学ぶことを目的とした講
座・講演・体験学習会への職員派遣や普及啓発事業（歴史や考古学講
座やパンフレット制作など）への協力・支援

SNS等を活用した啓発活動の充実強化


